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左右を確認して交通安全！
７月15日、桔梗保育園で交通安全指導員によ
る「交通安全教室」が行われました。
園児らは、ミニ信号機を使用しての交通安全

指導を受け、左右を確認するなど、安全に気を
付けて横断歩道を渡っていました。
「交通安全教室」は、市内の保育園などで随

時実施されています。



平成15年８月１日

７
月
６
日
に
告
示
さ
れ
た
任
期
満
了
に
伴

う
瑞
浪
市
長
選
挙
は
、
７
月
13
日
に
市
内
18

ヵ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の

嶋
芳
男
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
５
１
・
０
７
％
で
、
前
回
の
平
成
11

年
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
の
６
２
・
３
５
％
を
１

１
・
２
８
％
下
回
り
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
３
２
、
３
６
８
人
、
投
票
者

数
は
１
６
、
５
３
１
人
（
う
ち
不
在
者
投
票
は
８

４
３
人
）
で
し
た
。

投票区

山田第一

山田第二

小　　田

樽　　上

上　　平

竜　　門

土岐第一

土岐第二

明　　世

下　　沖

稲津第一

稲津第二

陶　第一

陶　第二

釜　　戸

大　　湫

日吉第一

日吉第二

合　　計

当日有権者数

1,981

1,399

2,995

2,166

1,538

3,028

1,833

848

1,367

1,280

2,928

1,179

1,784

1,941

3,034

386

1,758

923

32,368

投票者数

850

647

1,366

1,214

826

1,685

927

516

654

495

1,477

610

980

1,020

1,533

286

953

492

16,531

投票率％

42.91

46.25

45.61

56.05

53.71

55.65

50.57

60.85

47.84

38.67

50.44

51.74

54.93

52.55

50.53

74.09

54.21

53.30

51.07

◆瑞浪市長選挙投票区別投票結果◆
〈平成15年７月13日執行〉

▲投票所で投票する市民



課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
一
番
の
関
心

ご
と
は
、
瑞
浪
の
将
来
を
賭
け
た
３
市
１
町
の
合
併

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
今
が
と
て
も
重
要
な
時
期
で

あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
合
併
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

行
政
運
営
を
効
率
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
新
事
業
創
出
促
進
法
に
基
づ
き
整
備
を
進

め
て
い
る
工
業
団
地
「
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ

ー
ク
」
を
成
功
さ
せ
、
複
合
型
産
業
構
造
へ
の
転
換

と
、
雇
用
の
場
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
発
展
と
若
い
人
た
ち
が
定
住
で
き
る
住
み
よ

い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
地
場
産
業
で
あ
る
陶
磁
器
に
つ
い
て
は

「
み
ず
な
み
焼
」
ブ
ラ
ン
ド
を
国
際
見
本
市
等
を
通
じ

て
世
界
市
場
に
定
着
さ
せ
、
業
界
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
生
活
基
盤
整
備
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
快
適
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
区
（
未
給
水
地
区
）
へ
の
安

全
で
安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給
と
、
生
活
環
境
向
上

の
た
め
水
洗
化
を
進
め
ま
す
。
現
在
、
各
地
域
で
上

下
水
道
の
拡
張
事
業
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
支

援
を
進
め
て
お
り
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た

め
予
算
枠
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
生
活
の
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
の

瑞
浪
〜
多
治
見
間
の
都
市
間
連
絡
道
路
、
瑞
浪
〜
恵

那
間
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
、
基
幹

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
た
戸
狩
〜
半
原
線
な

ど
交
通
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

つ
ぎ
に
福
祉
関
連
事
業
で
す
が
、
急
速
に
進
む
高

齢
社
会
に
対
処
す
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

教
育
関
連
と
し
ま
し
て
は
、
幼
児
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
、
幼
保
の
一
元
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
一
貫
性
の
あ
る
学
校
教
育
を
行
う
た
め
、
日
吉

小
・
中
学
校
を
モ
デ
ル
と
し
、
小
・
中
一
貫
教
育
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

い
ま
当
市
の
小
学
校
の
児
童
数
は
瑞
浪
小
学
校
を

除
い
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
よ

っ
て
極
端
に
児
童
数
の
少
な
い
学
校
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
適
正
規
模
を

考
慮
し
、
学
区
割
り
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
整
備
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
し

て
は
合
併
に
か
か
わ
ら
ず
全
力
を
尽
く
し
て
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

瑞浪市役所　1 68-2111

▲工事が進む瑞浪クリエイション・パーク

▲会見で抱負を語る

▲花束を手に初登庁

「「「「
住住住住
みみみみ
よよよよ
いいいい
まままま
ちちちち
をををを
創創創創
りりりり
まままま
すすすす
」」」」

３
期
目
を
迎
え
た

嶋
市
長
に
、
今
後
の
瑞
浪

市
の
運
営
方
針
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。



平成15年８月１日

６
月
27
日
、
第
14
回
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
が
、
セ
ラ

ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
、
以
前

か
ら
の
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
５
項
目
と
、
新
た
に
１

項
目
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
初

に
設
定
さ
れ
た
49
項
目
の
協
定
項
目
の
全
て
が
、
議
題
に

上
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
議
の
結
果
、
３
項
目
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
、
３

項
目
は
、
次
回
以
降
に
継
続
協
議
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
う
ち
財
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

前
回
に
引
き
続
い
て
協
議
さ
れ
、
前
日
に
開
か
れ
た
首

長
会
談
の
結
果
を
受
け
て
、
当
初
協
定
案
に
追
加
文
言
が

加
え
ら
れ
た
修
正
案
（【
協
定
内
容
】
の
波
線
部
分
）
が
示

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
委
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に

よ
り
、
次
の
協
定
内
容
の
と
お
り
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

【
意
見
要
旨
】

・
前
日
、
首
長
会
議
を
開
き
、
当
初
案
の
末
尾
に
追
加
文

言
を
加
え
る
こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
の
で
、
修
正
案
を

提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
特
定
目
的
基
金
は
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・
環
境
保
全
の
意
味
合
い
に
お
い
て
、
土
岐
市
民
が
山
林

を
保
全
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

・
土
岐
市
の
特
財
制
度
の
管
理
運
用
が
不
透
明
だ
っ
た
が
、

修
正
案
の
新
市
長
に
委
ね
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

・
「
旧
町
村
名
」
と
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
地
区
」
と
い
う
文

言
は
新
市
の
一
体
性
を
確
保
す
る
上
で
「
土
岐
市
区
域
」

と
で
き
な
い
か
。

・
旧
８
町
村
間
の
移
動
は
地
域
に
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

・
地
域
で
守
っ
て
き
た
山
で
あ
る
。
修
正
案
を
支
持
す
る
。

【
採
決
結
果
】

修
正
案
に
賛
成
33
票
（
出
席
者
37
人
）
に
よ
り
可
決
。

修
正
案
の
一
部
を
修
正
す
る
案
に
賛
成
３
票
（
出
席
者

37
人
）
に
よ
り
否
決
。

【
協
定
内
容
】

財
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱

う
。

・
３
市
１
町
の
所
有
す
る
財
産
、
公
の
施
設
及
び
債
務
は
、

す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

・
南
姫
財
産
区
、
釜
戸
財
産
区
、
日
吉
財
産
区
、
大
湫
産

区
、
土
岐
口
財
産
区
の
区
有
財
産
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財

産
区
有
財
産
と
し
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

・
旧
来
の
慣
行
に
よ
り
、
財
産
又
は
営
造
物
を
使
用
す
る

権
利
及
び
財
産
の
管
理
若
し
く
は
処
分
又
は
財
産
か
ら

生
ず
る
収
益
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の
条

件
に
よ
り
、
そ
の
権
利
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

た
だ
し
、
土
岐
市
の
旧
土
岐
津
町
、
下
石
町
、
妻
木
町
、

鶴
里
村
、
曽
木
村
、
駄
知
町
、
肥
田
村
、
泉
町
の
地
区
に

か
か
る
市
有
地
（
昭
和
30
年
合
併
時
引
継
財
産
）
に
つ
い

て
売
却
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
地
区
の
公

共
事
業
費
に
充
て
る
た
め
基
金
に
積
み
立
て
、
新
市
の
歳

入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
管
理
運
用
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
管
理
運
用
は
新
市
の
市
長
に
委
ね
る
。

【
ポ
イ
ン
ト
解
説
】

昭
和
の
合
併
の
際
に
も
っ
と
も
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
財

産
、
特
に
山
林
で
し
た
。

今
日
の
行
政
は
、
各
個
人
か
ら
税
を
集
め
て
予
算
執
行
し

て
い
ま
す
が
、
昭
和
の
合
併
前
は
、
個
人
所
得
も
低
く
、
山

林
か
ら
産
出
さ
れ
る
利
益
を
特
別
な
財
源
に
し
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
公
有
林
に
は
、
地
元
の
共
有
財
産
と
し
て
の
意
味

合
い
が
強
く
、
住
民
生
活
の
糧
と
さ
れ
て
い
た
経
緯
か
ら
、

入
会
権
と
し
て
現
在
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
存
在

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
合
併
に
際
し
て
財
産
区
を
設
置
し
て
、

山
林
か
ら
生
ず
る
利
益
を
地
元
に
還
元
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
瑞
浪
市
の
釜
戸
財
産
区
、
日
吉
財
産
区
、
大
湫
財

産
区
や
多
治
見
市
の
南
姫
財
産
区
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

（
土
岐
口
財
産
区
は
明
治
の
合
併
時
に
設
置
）

ま
た
、
瑞
浪
市
内
の
旧
７
町
村
で
は
、
入
会
権
を
尊
重
し

て
、各
地
区
に
森
林
組
合
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
土
岐
市
は
、
昭
和
の
合
併
時
に
財
産
区
を
設
置
せ

ず
、
入
会
権
を
残
し
た
ま
ま
旧
８
町
村
の
所
有
山
林
を
土
岐

市
の
所
有
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
過
去
の
経
緯
を
尊
重
し

て
、
協
定
内
容
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
土
岐
市
有
林
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
は
、

一
旦
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
た
後
、
そ
の
地
元
の
公
共
事
業

に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
16
回
合
併
協
議
会

・
日
　
時

８
月
10
日（
日
）
９
時
〜

・
場
　
所

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル

◎
問
合
せ

企
画
政
策
課
　
1
内
線
３
３
３

傍
聴
申
込
　
〒
５
０
９
｜

５
１
２
１

土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４

「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」
内
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局

1
５
３-

４
３
０
０

合
　
併
　
協
　
議
　
会

財
産
の
取
扱
い

合
併
協
議
会
開
催
案
内
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老
人
医
療
負
担
割
合
を
見
直
し
ま
す

老
人
医
療
受
給
者
の
負
担

割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
現

在
で
、
世
帯
員
の
前
年
所
得

（
今
回
は
平
成
14
年
中
の
所

得
）
に
よ
り
、
１
割
負
担
か

２
割
負
担
が
決
ま
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
負
担
割
合
が

変
わ
る
方
に
は
、
７
月
末
ま

で
に
新
た
な
老
人
医
療
の
受

給
者
証
を
郵
送
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
医
療
機
関

で
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
ご
提

示
く
だ
さ
い
（
旧
受
給
者
証

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
保
険
年
金
課
に
お
返
し

く
だ
さ
い
）。

な
お
、
負
担
割
合
が
変
わ

ら
な
い
方
は
、
引
続
き
現
在

の
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

負
担
割
合
が
２
割
の
老
人

医
療
受
給
者
（
課
税
所
得
が

年
124
万
円
以
上
）
の
う
ち
、

年
収
が
基
準
額
未
満
の
方
は

申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な

り
ま
す
。

・
同
一
世
帯
に
老
人
医
療
受

給
対
象
者
ま
た
は
70
歳
以
上

の
人
が
い
る
老
人
医
療
受
給

対
象
者
の
場
合
、
そ
の
世
帯

の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
ま

た
は
70
歳
以
上
の
人
の
収
入

合
計
額
が
637
万
円
未
満

・
同
一
世
帯
に
老
人
医
療
受

給
対
象
者
ま
た
は
70
歳
以
上

の
人
が
い
な
い
老
人
医
療
受

給
対
象
者
の
場
合
、
そ
の
老

人
医
療
受
給
対
象
者
の
収
入

が
450
万
円
未
満

平
成
14
年
中
の
所
得
が
わ
か

る
も
の
（
税
務
申
告
書
の
写

し
等
）、
保
険
証
、
老
人
医
療

受
給
者
証
、
印
鑑
を
持
っ
て

保
険
年
金
課
で
申
請

◎
問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
給
付
係

1
内
線
１
１
４

手当の種類

特別児童
扶養手当

障害児
福祉手当

特別障害者
手　　　当

対　　象　　者
精神または身体に次の障害を持つ20歳未満の児童を養

育している方。
・身体障害者手帳（概ね３級以上）
・療育手帳（B１以上）
※次の場合は受けられません。
・児童が障害を理由とする公的年金を受けているとき
・児童が施設等に入所しているとき
精神または身体に次の障害があるため、日常生活にお
いて常時介護を必要とする20歳未満の在宅の児童｡
・身体障害者手帳（概ね１級と２級の一部）
・療育手帳（A１以上）
※次の場合は受けられません。
・児童が障害を理由とする公的年金を受けているとき
・児童が施設等に入所しているとき
精神または身体に次の障害があるため、日常生活にお
いて常時特別の介護を必要とする20歳以上の在宅の障害
者。
・身体障害者手帳１級や療育手帳A１程度の障害が重複
するなど著しく重度の障害
※次の場合は受けられません。
・施設等に入所しているとき
・病院に継続して３ヶ月を超えて入院しているとき

手当（月額）

平成15年４月から
１級･･･51,100円
２級･･･34,030円

※前年中の所得額により、
支給されないことがあり
ます。

平成15年４月から
14,480円

※前年中の所得額により、
支給されないことがあり
ます。

平成15年４月から
26,620円

※前年中の所得額により、
支給されないことがあり
ます。

負
担
の
割
合
が
変
わ
る
方
に

新
た
な
受
給
者
証
を
郵
送

年
収
が
基
準
額
未
満
の
と
き
、

申
請
に
よ
り
２
割
か
ら
１
割

負
担
に

・手当月額が平成15年４月から改定になりました。
・これらの手当を受給している方は８月11日（月）から９月４日（木）までに現況届を提出してください。
現況届の用紙は本人宛に郵送します。※前年中の所得額により支給されないことがあります。

◎提出先・問合せ 社会福祉課　内線104

お知らせ

福祉手当制度のご案内

基
準
収
入
額

申
　
請



平成15年８月１日

市では、市民一人ひとりが輝いていきいきと暮らせるまちづくりを目指し、「男女共同参画プラン」
（仮称）の策定を進めています。プラン策定に当たり、男女の平等意識や女性の参画意識を把握する
ため、市民意識調査を実施しました。
市内に住む20歳以上の男女各1,000人を無作為に抽出しアンケートを依頼、その内751人の皆さん

から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。調査結果の主な内容を紹介します。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、「
そ
う
は

思
わ
な
い
」
と
す
る
否
定
的
な
考
え
が
半
数
を
超
え
て

い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
国
の
調
査
結
果
（
類
似
質
問
）

よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
、
男
女
共

同
参
画
推
進
へ
の
理
解
が
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の

考
え
方
に
は
否
定
的

左
の
グ
ラ
フ
に
示
す
７
つ
の
分
野
に
お
け
る
男
女
平

等
の
意
識
を
調
べ
ま
し
た
。
全
て
の
分
野
に
お
い
て

「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
優
遇
の
意
識
は
、
特
に
「
社

会
通
念
や
慣
習
」
に
お
い
て
強
く
表
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
男
女
の
不
平
等
感
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
よ

り
強
く
感
じ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
要
因
に
つ
い
て

も
、「
社
会
通
念
や
慣
習
・
し
き
た
り
が
男
性
優
位
に

働
い
て
い
る
か
ら
」
が
68.9
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

国
の
行
っ
た
同
様
の
調
査
よ
り
も
10
％
ほ
ど
高
い
割
合

に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
、
男
女
の
不
平
等

を
感
じ
る
古
い
慣
習
や
し
き
た
り
が
各
地
域
に
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

左
の
グ
ラ
フ
は
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
男
性
優
位
の
意
識
が
高

い
こ
と
を
示
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
数
値
は
女
性
優
遇
の
意
識
を
表

し
て
い
ま
す
。

男
性
優
位
の
意
識
が
強
い
「
社
会
通
念
や
慣
習
」

各分野における男女平等意識

「男は仕事、女は家庭」についての考え

「男は仕事、女は家庭」についての考え《国の結果》（ ）内は有効回答数
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女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
男
女
と
も
約

60
％
の
人
が
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
仕
事
を
や
め
、
大

き
く
な
っ
た
ら
再
び
働
く
方
が
よ
い
」
と
答
え
て
お
り
、

国
の
調
査
に
お
け
る
同
様
の
回
答
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
固
定
的

な
考
え
は
否
定
し
て
い
る
も
の
の
「
育
児
は
や
は
り
母

親
の
手
で
」
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
と
し
て
、「
仕
事
と
育
児
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
制

度
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」、「
再
雇
用
制
度
の
充
実
」
が

強
く
望
ま
れ
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
上
で

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
と
育
児
の
両
立
に
は

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
、
現
在
、
介
護
し
て
い
る

人
の
現
状
を
み
る
と
、「
家
族
の
女
性
が
介
護
し
て
い

る
」
が
約
半
数
を
占
め
、
女
性
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
介
護
者
が
主
に
女
性

で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
で
は
、
約
60
％
の
女
性
が

「
男
性
も
女
性
も
と
も
に
介
護
す
べ
き
」
と
考
え
て
い

ま
す
が
、「
男
性
も
と
も
に
」
と
考
え
る
男
性
は
約

40
％
で
、
20
％
の
男
性
が
「
女
性
が
介
護
す
る
こ
と
は

止
む
を
得
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、「
介
護
に
は
女
性
が
向
い
て
い
る
」、「
女
性
の
方

が
神
経
細
や
か
」、「
仕
事
が
忙
し
い
」
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
逆
に
「
力
の
あ
る
男
性
の
方
が
介
護

に
向
い
て
い
る
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
高
齢

者
虐
待
の
問
題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
お
い
て
、
そ
の
家
の
状
況
に
合
っ
た
介
護
の
仕
方

を
話
し
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

高
齢
者
の
介
護
に
は
男
性
の
力
が
必
要

男
性
と
女
性
に
大
き
な
意
識
差
が
あ
り
、
女
性
は

「
育
児
や
介
護
を
支
援
す
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

を
第
一
に
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
男
性
は
「
男
女
の
平
等

意
識
の
啓
発
や
学
習
機
会
の
充
実
」
が
最
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
男
女
平
等
を
目
指
し
た
法
律

や
制
度
の
見
直
し
」、「
政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
積

極
的
な
登
用
」
に
つ
い
て
も
男
性
の
回
答
割
合
が
女
性

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
育
児
や
介
護
を
担

っ
て
い
る
女
性
は
、
女
性
が
社
会
参
加
す
る
た
め
の
支

援
が
必
要
と
考
え
、
一
方
、
男
性
に
は
、
現
実
に
女
性

が
担
っ
て
い
る
家
事
負
担
の
大
き
さ
を
意
識
し
な
が

ら
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
必
要
性
を
認
識
し
よ
う
と

い
う
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

現
在
、
市
民
の
代
表
者
で
構
成
す
る
男
女
共
同
参
画

懇
話
会
に
お
い
て
、
こ
の
意
識
調
査
の
結
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
た
め
の
ご
提

言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
提
言
を
も
と
に
基
本

方
針
、
各
施
策
を
ま
と
め
、
瑞
浪
市
の
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
（
仮
称
）
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
も
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
郵
便
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
室
　
1
内
線
３
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
８-

８
７
４
９

E-m
ail:sankaku@

city.m
izunam

i.gifu.jp

男男男男
女女女女
共共共共
同同同同
参参参参
画画画画
市市市市
民民民民
講講講講
座座座座
　　　　
PPPP
aaaa
rrrr
tttt
３３３３

『
男
女
共
同
参
画
と
私
』
ー
意
識
改
革
に
向
け
て
ー

中
部
学
院
短
期
大
学
教
授
　
古
川
芳
子
氏

９
月
13
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

会
場
　
陶
文
化
プ
ラ
ザ

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
望
む
こ
と

女性が職業を持つことに対する考え

女性が職業を持つことに対する考え《国の結果》

現在介護をしている人

高齢者の介護者が女性であることに対する考え
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まつりの日程 まつりの日程 

濃源氏土岐一族。彼らの「何者も恐れず、自
呼びました。　　 
気で「ひととまちを元気にする祭り」です。 
陶土フェスタを柱に、市内外から多くの人々

 
 
　メインステージおよび駅前･本町の各街角ステー
ジにてバサラ瑞浪チーム、名古屋学生チームなど、
市内外の踊り子グループが繰り広げる熱い踊りの
数々にご注目。 

８月９日（土）18時～ 

８月９日（土）14時30分～ 

3日間　10時～　浪花駐車場  
　バザーやジグソーパズル、インターネット体験
など楽しい企画が満載！　子どもから大人まで楽
しめる市民が作るテント村！ 

８月９日（土）～10日（日） 

◆陶地限定　彦星市･織姫市２日間10時～20時 
プロ･アマ入り乱れて自慢のオリジナルな陶
芸作品が並ぶ市です。 

◆オブジェコンテストＪｒ 
小学生以下を対象とした粘土造形コンテスト 
９日　10時～16時（当日参加受付） 
◆オカリナ無料絵付け体験　（500個限定） 
２日間　10時～20時 

　参加30チーム、陶土（クレイ）との24時間にお
よぶ真剣勝負。白熱の製作シーンは必見です。 
◆製作時間　９日10時～10日10時まで 
◆表 彰 式　10日　14時～ 

 
　七夕会場をまわって楽しくゲーム！抽選で豪華
商品をゲットしよう！ 
●抽選は18時から浪花駐車場にて 

８月９日（土）19時30分～（雨天時は10日）  
　皆さんの夢や願いを込めて、七夕の夜空に打ち
上げます！ 
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まつりの日程 まつりの日程 まつりの日程 

　七夕まつりのため、つぎのとおり使用できませ
んので、ご協力ください。 
・瑞浪駅前広場駐車場 
　８月７日（木）21時～ 10日（日）23時 
・浪花駐車場 
　８月７日（木）12時～　10日（日）23時 
◎問合せ　都市計画課　1内線２４５ 

・清掃・ごみの分別（駅前広場にて） 
　８月８日（金）・10日（日）　21時～ 
　８月９日（土）　22時～ 
・花火会場の清掃（商工会議所前） 
　８月10日（日）６時～（花火順延の場合翌日） 

☆バサラ部門（踊り子と七夕飾り） 
☆陶土部門（オブジェ製作風景） 
●応募締切　９月12日（金） 

 
 
　３日間　10時～21時（最終日は20時まで） 
岐阜銀行駐車場 
☆ワークショップ　☆ダンボールアート　 

☆フリーマーケット　☆大道芸 

☆パティオ・ミニステージ　３日間　16時～ 

　戦乱の世に一世を風靡した郷土の英傑・美
由奔放にふるまう気風」を、人々はバサラと
　美濃源氏七夕まつりは、このバサラの心意
　今年も、七夕飾り・花火大会・バサラ踊り・
が集い交流するまつりをめざします。 

～みんなで創る! みんなのまつり!～ 

 
 
　９時～　七夕祈願祭（一日市場八幡神社） 
　18時～　さあさみんなでどっこいしょ 
　19時～　美濃源氏大太鼓演奏会 
　19時30分～　美濃源氏盆踊り大会 
　　　　　（瑞浪市地域女性の会主催） 
 
 
　13時～　みんな de ON STAGE 
　14時～　美濃源氏フォーラム2003 
　16時～　ザ・バンド・フェスティバル① 
　18時～　バサラ演舞① 
　19時30分～　美濃源氏大太鼓演奏会 
　　  〃  　　　市民祈願大花火大会 
　20時～　バサラ演舞② 
　21時～　さあさみんなでどっこいしょ 
 
 
　12時～　バサラコレクション2003 
　15時30分～　ザ・バンド・フェスティバル② 
　16時～　皇女和宮行列・バサラパレード 
　18時30分～　バサラ演舞③ 
　19時30分～　美濃源氏大太鼓演奏会 
　20時～　バサラ総踊り　大乱舞2003 
 
◎問合せ 
　第44回瑞浪美濃源氏七夕まつり実行委員会 
　167-2222（瑞浪商工会議所内） 

◆初  日／８月８日（金） 

◆中  日／８月９日（土） 

◆千秋楽／８月10日（日） 



７
月
５
日（
土
）、
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
第
１
回

瑞
浪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
瑞
浪
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す

る
、
約
100
人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
選
手
権
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
永
井
　
　
馨
（
瑞
陵
中
３
年
）

平
井
　
祥
太
（
瑞
陵
中
２
年
）

２
　
位
　
　
山
口
　
大
貴
（
瑞
陵
中
２
年
）

小
川
　
栄
介
（
瑞
陵
中
２
年
）

・
選
手
権
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
市
ノ
瀬
文
香
（
瑞
陵
中
３
年
）

鈴
木
　
彩
花
（
瑞
陵
中
３
年
）

２
　
位
　
　
加
藤
　
萌
美
（
瑞
陵
中
２
年
）

玉
川
　
祥
子
（
瑞
陵
中
２
年
）

・
中
級
の
部

優
　
勝
　
　
宮
地
　
夏
希
（
土
岐
小
６
年
）

藤
井
　
愛
弓
（
土
岐
小
６
年
）

２
　
位
　
　
兼
松
　
由
実
（
土
岐
小
５
年
）

今
井
　
寛
子
（
土
岐
小
５
年
）

・
初
級
の
部

優
　
勝
　
　
馬
場
　
颯
堂
（
釜
戸
小
３
年
）

兼
松
　
郁
弥
（
土
岐
小
３
年
）

２
　
位
　
　
馬
場
　
蓮
堂
（
釜
戸
小
１
年
）

宮
地
　
直
輝
（
土
岐
小
３
年
）

平成15年８月１日

７
月
１
日
、
陶
中
学
校
の
３
年
生
54
人
が
、
ご
み
の

分
別
収
集
や
、リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

総
合
学
習
の
一
環
で
、「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

行
わ
れ
た
こ
の
授
業
で
は
、
環
境
対
策
推
進
委
員
さ
ん

の
、
ご
み
分
別
の
重
要
性
と
そ
の
方
法
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
瓶
類
を
、
茶
色

瓶
、
透
明
瓶
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
、
そ
の
他
の
瓶
に
仕

分
る
な
ど
の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

同
推
進
委
員
さ
ん
が
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
分
別
収
集
の
大
切
さ
、
必

要
性
を
考
え
て
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
中
村
香
穂
さ
ん
が
、「
ご
み

分
別
が
環
境
美
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
考
え
て
ご
み
を
出
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ご
み
の
分
別
や
現
状
を
学
ぶ陶

中
学
校

第
１
回
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
会

〜
糊
口
を
し
の
ぐ
為
に
集
ま
っ
た
芸
術
家
た
ち
の
砦
〜

昭
和
20
年
、
戦
後
の
混
乱
期
の
な
か
か
ら
、
い
ち
早

く
芸
術
性
豊
か
な
焼
き
物
文
化
を
創
造
、
発
信
し
よ
う

と
し
た
芸
術
家
た
ち
で
発
足
し
た
「
龍
門
陶
舎
」
で
し

た
が
、
昭
和
27

年
に
廃
業
に
至

り
ま
し
た
。

現
在
、
わ
ず

か
に
残
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
作

品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

１
８
３
０
年
か
ら
約
60

年
間
に
わ
た
っ
て
釜
戸
町

で
つ
く
ら
れ
た
「
荻
之
島

焼
」
に
は
、
薄
く
仕
上
げ

ら
れ
た
良
質
な
磁
器
、
染

付
け
呉
須
の
鮮
や
か
な
発

色
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
。「

荻
之
島
焼
」
が
、
い

か
に
す
ば
ら
し
い
職
人
集

団
の
窯
場
で
あ
っ
た
か
が

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

◎
問
合
せ

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７
‐
２
５
０
６

「
龍
門
陶
舎
」
作
品
展

「
荻
之
島
焼
」
陶
片
を
展
示

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
ミ
ニ
企
画
展

９
月
７
日（
日
）
ま
で



瑞浪市役所　1 68-2111

・
内
　
　
容

竜
吟
の
滝
で
水
生
昆
虫
を
観
察

・
定
　
　
員

20
人
（
先
着
順
・
要
申
込
み
）

・
参

加

費

100
円

・
締
　
　
切

８
月
10
日（
日
）

・
協
　
　
力

後
藤
　
正
英
先
生

（
瑞
稜
中
学
校
教
諭
）

◎
申
込
・
問
合
せ

自
然
ふ
れ
あ
い
館

1
６
３
‐
０
０
１
５
　

F
A
X
６
３
‐
０
０
１
６

稲垣歩華
ほのか

ちゃん（２歳）
釜戸町

熊谷拓哉
たくや

ちゃん（３歳）
釜戸町

土 岐 児 童 セ ン タ ー

８
月
16
日（
土
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
対
　
象

小
学
生
以
上
一
般

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

・
人
　
数

48
名

・
参
加
費

３
０
０
０
円

・
申
込
み

８
月
19
日
〜
９
月
13
日
ま
で

電
話
ま
た
は
Ｅ-

メ
ー
ル
に
て

◎
問
合
せ

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

1

６
６
‐
１
１
５
１

E-m
ail
sciencew

＠astec-gifu.jp

９
月
28
日（
日
）
13
時
〜
15
時

東
濃
三
市
一
町
に
在
住
す
る
国
・
県
・
市
・
町
の
無

形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
、
陶
芸
家
15
人
の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

・
入
館
料

一
般
300
円
、
高
大
生
200
円
、
他
無
料

・
休
館
日

９
月
15
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日

９
月
16
日
、
17
日
、
24
日
は
休
館

◎
問
合
せ

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
　

多
治
見
市
東
町
１
‐
９
‐
４
　

1
２
３
‐
１
１
９
１

８
月
５
日（
火
）
〜

10
月
５
日（
日
）

８
月
８
日（
金
）
〜

10
日（
日
）10

時
〜
16
時

▽
有
限
会
社
　
瑞
峰
造
園
　
様

十
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に

善

意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

竜
吟
峡
の
滝
で
水
生
昆
虫
を
探
そ
う

自
然
ふ
れ
あ
い
館

ふ
し
ぎ
体
験
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

「
お
も
し
ろ
科
学
館
２
０
０
３

in
み
ず
な
み
」

ベ
ル
リ
ナ
ー
式
円
盤
蓄
音
機
を
作
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

「
三
市
一
町
無
形
文
化
財
認
定
作
家
展
」

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館

・
内
　
容

企
画
コ
ー
ナ
ー
「
挑
戦
！
サ
イ
エ
ン
ス
ア
イ
」

科
学
的
な
目
で
も
の
を
見
る
こ
と
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
気
分
を
科

学
へ
と
導
く
ゾ
ー
ン
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
質
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
が
、
遊
び
の
中
か
ら
自
然
に
身
に
つ

く
体
験
広
場
。

実
験
・
工
作
コ
ー
ナ
ー

気
軽
に
参
加
で
き
る
実
験
や
工
作
を
通
じ

て
、科
学
の
原
理
や
知
識
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
。

深
地
層
コ
ー
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
や
パ
ネ
ル
等
を
使
っ
て
、
深
地
層

研
究
に
つ
い
て
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
。

実
験
シ
ョ
ー
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

ス
テ
ー
ジ
で
の
実
験
シ
ョ
ー
を
通
じ
て
新
鮮

な
驚
き
を
提
供
し
、
科
学
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

お
も
し
ろ
さ
を
実
感
す
る
。
ま
た
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
。

・
場
　
所

市
民
体
育
館
・
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

・
入
場
料

無
　
　
料

※
瑞
浪
駅
北
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

運
行

※
期
間
中
は
市
民
公
園
内
の
施
設
（
化
石
博
物
館
、

地
球
回
廊
な
ど
）
も
無
料
開
放
い
た
し
ま
す

・
問
合
せ

学
園
都
市
推
進
室
　
内
線
３
３
０



平成15年８月１日
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◆住民票の写しの広域交付
全国どこの市区町村でも、住民基本台帳カード

や運転免許証などを提示することにより、本人や
世帯の住民票の写し（戸籍の表示を省略したもの）
の交付が受けられるようになります。
◆転入転出手続きの簡素化
住民基本台帳カードの交付（手数料500円）を

受けている場合は、一定の事項を記入した転出届
を郵送で行い、引越先の市区町村の窓口でカード
を提示して転入届を行うことにより、窓口に行く
のは転入時１回だけで済むようになります。
住民基本台帳カードは、セキュリティ上極めて

安全なＩＣカードを用いることとしており、万全
の個人情報保護対策を行っています。
◎問合せ 市民課　1内線105

最近、松枯れ病などにより道路沿いに枯れ木が
数多く見受けられるようになってきました。
このまま放置しておくと、道路上に枝が落ちた

り木が倒れたりして重大な事故につながる恐れが
あります。こういった場合にはその所有者に責任
がかかってきます。今一度所有地の確認をしてい
ただき、危険と思われる枯れ木等について、伐
採・枝打ちなどの処理をお願いします。
また、同様に浮き石等についても確認をお願い

します。なお、所有地以外にこのような危険な箇
所等がありましたら下記までご連絡ください。
◎連絡先 多治見建設事務所 123-1111 内線305

市役所土木課　1内線256

・部　門 一般の部、児童生徒・教職員の部、企
業の部、絵画の部

・資　格 市内在住・在勤または通学している方
・締　切 ９月５日（金）
みなさんのアイデア、考案作品をお寄せくださ

い。
優秀作品は、県の発明くふう展に推薦出品しま

す。
◎問合せ 商工課　1内線481

特別給付金の最終償還を終えた戦没者等の妻及
び父母等で、次の用件を満たす方に改めて特別給
付金が支給されます。
・第十七回特別給付金「い号」国債を受けられた
戦没者等の妻で、平成15年４月１日において公
務扶助料、遺族年金等を受ける権利を有してい
る方。

・第十九回特別給付金「い号」国債を受けられた
戦没者の父母等で、平成15年４月１日において
公務扶助料、遺族年金等を受ける権利又は受け
る資格を有し、かつ、平成15年３月31日までの
間に氏を同じくする子も孫も資格を有するに至
らなかった方。

・請求期限　平成18年３月31日
◎請求・問合せ 社会福祉課厚生援護係

1内線101

【家庭でできる食中毒予防の６つのポイント】
１．食品の購入 賞味期限などを確認し新鮮なも

のを買いましょう。
２．家庭での保存 冷蔵や冷凍の必要な食品は持
ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れまし
ょう。

３．下準備 まな板や包丁、タオルやフキンなど
は清潔にしておきましょう。手も清潔に。

４．調　理 過熱して調理する食品は十分に加熱
しましょう。

５．食　事 食卓へつく前に手を洗いましょう。
食品は室温に長く放置しないようにしましょ
う。

６．残った食品 保存は早く冷えるように浅い容
器に小分けにし、時間がたちすぎた食品、ち
ょっとでも怪しいと思ったものは思い切って
捨てましょう。

感電災害は、夏季に集中して発生します。汗を
かきやすく、皮膚の露出部分が多くなり、また疲
労から注意力が緩慢になりがちだからです。
感電事故を防止するため、電気は安全に正しく使
いましょう。
◎問合せ （財）中部電気保安協会多治見事業所

155-1365

住基ネット第２次サービスが
スタートします（８月25日から）

戦没者等の妻及び父母等の皆さまへ
―特別給付金が継続支給されます－

道路沿いの枯れ木等の
処理についてご協力を ８月は食中毒予防月間です

〈多治見食品衛生協会〉

瑞浪市発明くふう展－作品募集中－

８月は「電気使用安全月間」です

9月13日（土）～15日（月）
サイエンスワールド



平成15年８月１日

私達が日々の生活の中で恩恵を受けている原子
力エネルギー。でも、原子力発電に伴って発生す
る放射性廃棄物の実態はどうなっているのでしょ
う。
市では、実際に貯蔵管理･再処理をしている施

設の視察ツアーを企画しました。現地での実態を
視察し、処分研究の必要性を考えてみませんか。
・視察期日 ９月25日（木）～27日（土）

２泊３日
・視 察 先 青森県六ヶ所村（原燃ＰＲセンター、

六ヶ所村郷土資料館他）
・参加資格 20歳以上の瑞浪市民（初参加に限る）
・申込期間 ８月４日（月）～11日（月）
・募集人数 25人　※定員になり次第締め切ります
・参加負担金 10,000円（施設入場料・食事代等）
◎申込・問合せ 学園都市推進室　1内線330

・探検場所 市原土岐氏代々の墓、桜堂薬師、鶴
ヶ城、一日市場八幡神社、美濃源氏
七夕まつり

・隊員構成 １班５人（小学４年生以上）保護者
も可　　　　　　

・持ちもの 水筒・タオル・鉛筆・帽子
・参 加 料 無料　（参加賞他表彰あり）
◎申込・問合せ 更生保護女性の会

五十嵐　168-6830

・講　演 「土岐一族の歴史を副読本にしよう」
・講　師 加藤隆史氏（多治見市立平和中学教諭）
《パネルディスカッション》
・演　題 「まちの歴史を知って習えば、教科書なお楽し」
・参加料 無料　（当日参加可）
◎申込・問合せ 美濃源氏フォーラム事務局

井澤　168-3142 FAX68-3143

・会　期 ８月９日（土）～11月30日（日）
・会　場 岐阜県現代陶芸美術館
・入場料 無料
【同時開催】デザインとアートの挑戦
=国際陶磁器フェスティバル美濃の歩み=
・入場料 800円
◎問合せ 国際陶磁器フェスティバル美濃実行委

員会　125-4111

・作　品 絵画・版画で未発表作品に限る
50号～150号（版画はその限りではない）

・資　格 東濃地域に在住・在勤で満65歳未満
（平成15年１月１日現在）の方

・申込み ９月30日（火）までに事務局所定の用紙
で申込む

・審査員 水野一好、長谷川忠廣、浅井礼二郎ほ
か

・　賞 大賞（100万円）準大賞3点（10万円）他
※大賞は資金提供の形で作品を買い取りさせてい
ただき、後日地方公共団体に寄付いたします。

◎申込・問合せ ＴＹＫ優秀絵画展事務局
125-7121 FAX22-0706

失業している方の生活支援を目的に、緊急雇用
創出特別対策事業として、次のとおり求人します。
・期　間 10月～３月（６カ月間）
・内　容 市道の草刈、不法投棄の撤去、教育施

設の清掃等　３人
駅前駐輪場・市営駐車場の管理　４人

◎問合せ 施設公社　168-0675

・対　象 健康で、働く意欲のある55歳以上から
おおむね65歳までの方　

・期　間 ９月17日（水）～26日（金）
・会　場 多治見市文化会館
・定　員 20人程度（申込多数の場合は抽選）
・締切り ８月26日（火）
◎問合せ シルバー人材センター　168-8744

岐阜県協働型県民活動事業
美濃源氏土岐氏探検隊メンバー募集

「技能講習・オフィスクリーニング」
受講者募集

ＴＹＫ優秀絵画展　作品募集

６カ月間働きませんか

8月9日（土）７時～12時（小雨決行）
総合文化センター　玄関前６時30分集合

「第６回国際陶磁器展美濃」
グランプリ受賞者個展

崔宰熏展（陶磁器デザイン部門グランプリ）
西田潤展（陶芸部門グランプリ）

岐阜県協働型県民活動事業
第13回美濃源氏フォーラム2003
歴史と文化を生かしたまちづくりシンポジウム

8月9日（土）14時～16時
総合文化センター　３階講堂

電源立地等初期対策交付金事業
六ヶ所村視察市民ツアー参加者募集



最近、国内において旧軍の毒ガス剤等による健康
被害が発生しました。このため国は、旧軍毒ガス弾
等の全国一斉調査を開始しました。
県においても旧軍毒ガス弾等に関連する情報収集
を行っており、当市もこの調査に協力しています。
下記情報の提供をお願いいたします。
１、毒ガス弾等の形状 神奈川県や茨城県で発見

された毒ガス弾等の形状は次の様なものがあ
ります。
・ビール小瓶に入ったもの、球状のもの、広口
瓶に入ったもの
・これらは当時「きい剤」、「あか剤」、「あお剤」
等と呼ばれていました。

２、情報提供をお願いする事項 いつ（戦中、終
戦時、戦後を含みます）、どこで、どのような
毒ガス弾等と思われるもの（種類・形状、量）
が、保管・処理・廃棄・発見されたか、その
後、どうしたか。
また、どのような被災にあったか。

３、情報提供上の注意 ご提供いただいた情報は
公表させていただくことがありますが、個人
のプライバシーは守られますので、必ず氏名、
住所、電話番号もお知らせ下さい。（匿名での
情報には、応じかねますのでご理解をお願い
します。）
後日、県の担当者がご連絡の上詳しい内容

をお伺いすることもあります。
◎連絡先 県大気環境室環境化学物質グループ
1058-272-1111（内線2692・2693） 冨田・野原
FAX058-271-5719
E-mail: c11142@govt.pref.gifu.jp

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…８月11日（月） 10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…８月21日（木） 10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…８月６日（水）・13日（水）・24日（日）
10時～16時　　　

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148 
日時…毎週月曜日　10時～15時　　

◆高年齢者職業相談 商工課　1内線481
日時…火・木・金曜日　９時～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線104
日時…８月８日（月） ９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245
日時…８月19日（火） 10時～15時

◆税務相談 税務課　1内線120
日時…８月21日（木） 10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　８月６日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

８月６日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティセンター

８月13日（水）10時～12時
・日吉コミュニティセンター

８月13日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…８月５日（火） ９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・水・金曜日　13時～17時
（８日・15日・22日を除く）

◆電話相談 相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） ７月分 ８月11日（月）
○市県民税（普通徴収） ２期分 ９月１日（月）
○国民健康保険料 ８月分 ９月１日（月）
○水道料金・下水道使用料 ７月分 ９月１日（月）
○介護保険料 ８月分 ９月１日（月）

８月５日（火）・11日（月）・17日（日）・23日（土）
28日（木）・９月３日（水）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー（8月分）

旧軍毒ガス弾等に関する情報提供を！

市営住宅入居者募集 管財課
1内線324

瑞浪市役所　1 68-2111



健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物

３歳児健康診査
＊健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施し
ます

８月22日（金）
平成12年８月1日～
８月15日生まれ

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞

新 首 都

「東京から東濃へ」

広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。
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環境にやさしい古紙100％の 
再生紙と大豆油インキを使用しています 

●対象者…平成14年４月～平成14年８月まで
の出生児
但し、満７歳半（90カ月）未満で
まだ接種していない児も含む。（麻
しんにかかったことのある児は除
く）

●期　間…９月１日（月）～９月30日（火）まで
の各医療機関の指定する日時

●料　金…無料
●実施順序…①８月22日（金）までに申し込み

はがきを保健センタ－へ提出
してください。
（はがきは予防接種のしおりに
とじてあります。）
②８月29日（金）以降に、直接希
望した医療機関へ電話で日時
を予約してください。
③予診票と母子健康手帳を持参
したうえ予約した医療機関で
接種してください。

＊申し込まれた医療機関を変更することは出
来ません

＊麻疹の予防接種を下表の医療機関で行います。

医療機関名
タチ医院
東濃厚生病院
（旧・昭和病院）

瑞浪病院

セオ医院
佐々木外科医院

宮川クリニック

岩島医院
明生クリニック
とよだ小児科クリニック
タルミ医院
嶋崎内科医院

勝股医院

わだ内科外科クリニック
玉田医院
西尾医院
塚田婦産科院
大湫病院

電話
68-3043

68-4111

67-1221

68-2733
68-2817

68-2959

68-6116
68-0068
66-2250
67-1732
67-2363

68-8896

68-3177
69-2005
65-2701
63-2002
63-2231

受入れ条件
月・火・木・金　9:00 ～12:00
木　14:00～15:00
（予約の電話は午後）
月・水　12:00
火・金　17:00
月～土　12:00～13:00
木　13:00 ～15:00
月・火・水・金
12:00～13:00，15:30～16:00
木・土　12:30～13:00
月・水・金　12:00～13:00
火・木　15:30 ～16:00
火・木・金　14:30～15:30
火・金　14:00 ～15:00
第1・4 月　14:00～15:00
月・火・木･金
12:00～13:00（午前診療終了後）
火・木　15:30～16:00
火・金 14:00～15:00
月　15:00 ～16:00
火・金　14:00 ～15:00
月～金　13:00 ～16:30

相談名

健 康 相 談

乳幼児相談

栄 養 相 談

日　時
14時30分

～15時
９時30分

～11時

９時～15時

内　　　容
医師による個別相談
血圧測定・尿検査
身体測定と育児相談
＊母子健康手帳を持参してください。
管理栄養士による個別相談
＊電話予約が必要

麻しん予防接種

６月から、50歳以上の男性を対象に、市内の医療機
関で『前立腺がん検診』を実施しています。
前立腺がんは中高年の男性に発生し、近年急増して

います。早期がんは自覚症状がありませんので、ぜひ
検診をお勧めします。
＜内容＞　問診・血液検査（PSA値）
＜自己負担＞ 500円
◎希望される方は、保健センターへお申し込みくださ
い。

前立腺がん検診 健康相談

８月29日（金）

12時30分開始
平成12年８月16日～
８月31日生まれ

母子健康手帳
早朝尿（50cc）
歯ブラシ・コップ

3歳6ヶ月児はみがき教室 ８月18日（月） 平成12年２月生まれ

４歳はみがき教室
８月21日（木）

平成11年８月生まれ

４歳6ヵ月児はみがき教室 平成11年２月生まれ

９時～11時
母子健康手帳
歯ブラシ・コップ

６歳臼歯ムシ歯
予防教室

８月25日（月） 平成９年８月生まれ15時開始
母子健康手帳
タオル・コップ

8月20日（水） 保健センター




